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　 ウクライナの平原では二つの巨大な軍隊が戦闘を
行って、一時停戦に達し、現在その死傷者数を確認
しているところです。リビアでは、人間の技術の成
果である何百台もの装甲車が、建設的な仕事のため
に苦心して教育された技術者たちを乗せて、互いに
殺し合う激戦の中を、砂塵と炎熱にまみれながら駆
け回っています。

　 このような混沌とした状況を背景として、私はこ
の本を書いてきたわけですが、いよいよそれを締め
くくらなくてはなりません。私が読者に注意を促し
てきたことは、「残虐行為を行いながら、理想を説
くような時代における、感覚の重要性」でした。そ
して、私が確立した理論は、もし、子どもたちの成
育の過程において、私が示したような方法によっ

て、子どもたちの感覚のみずみずしさを保つことが
できるならば、私たちは、行為を感情に、そして現
実を私たちの理想に関わらせることさえできる、と
いうことを示そうとするものでした。そうすれば、
理想主義は、もはや現実からの逃避ではなくなるで
しょう。それは、現実に対する、人間の単純な反応
となるでしょう。
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